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黄道光の本質に就いて（1）
C．ホ7マイシュタ1博士
　　　　　　　　　　　　　　　　　1　序
　北好球に於ける武道光は，宥西天は二月7v’t，四月にかけ｝C，曉東天は八刀がC，十月
にがけて，夫々，薄明前後に最もよく見られる・朦朧たる輝は三角形をなして地李線
上40。乃至50。の高さに旗ってをり，良き場所，頁き夜には，広賂㌃は無く，淡き光帯が
全黄道に浩って討ってるる・一・一般に明るさは太陽よりの離角の増すに從って淡く，光
軸より爾側へ黄緯の増すに從って薄れる・併し明るさの極小は離角約135。）邊bに
あり，反太陽黙（・Ynthclion）に近づくに從つで光帯は並々明るさを聡し“封日照”と
r呼ばれてみる糖圓形の認みを形成する・黄道と地鼠線とのなす角が大なる程，黄道光
はよく見られる・その故に低緯度の地では最もよく親測される筈である・
　黄道光の本質に冷する最初の假説は，十七世紀以來のFatiOの読であった・そして
この假説に謝する科詩的根糠は，］900年頃ILv・ゼ1リガiに依って與へられた・こ
れ等の人々に從へば，黄道光は太陽系の中央部を覆ひ火星の軌道附近まで旗ってみる
ところの塵雲の日光反射によって心するものであると言ふのである・而してゼ1リガ
　しは，この黄道光雲は扁干楕圓騰で，太陽よbの距離の増加に鞭ってその蜜度は遁滅
するとした・然しながら何時の時代にあってto’黄道光を地球ともつと密接な長谷i二
持って來ようと試みる學説が現れるもめである・即ち，近年“地球説”なるものが
数種提唱され，特に物理學者，氣象學者間に支持を得てみる・天文論は大．部分の天文
學者に受入れられてみたのではあるけれど，未だ黄道光の木質は疑問覗されてるた・
郎ち黄道光の主軸面が，黄道にあるか或は太陽系内つ他の面・多分太陽の赤道面」叉は
ラプラスの不攣面にあるかは，はっきり分ってるなかった．
　筆者は1930年に赤道附近の大西洋及びカリビアン熟畑征に於て，光軸を正しく決定
した外，光度計下欄の…群を得た・その結果は既に螢表してをいたが，こtsにその略
述を試みよう・
　　　　　　　　　　　　　II内外雨旧説
　先つどの地鳳党でも光度の分布駄態，特に封日照附近のそれの分布歌態を
論明することができない．そこで勢ひ天文説：だけが問題となる．光軸一ヒの任
意の鮎の光長は次の二つの函数を假溢し，それを積分して輿へられる．自P’ち，
封辮面内の動径に沿ふ質量分布を表はしてみる密度画鞍，喪びその方回に關
して分散liJlに反射した光の弛度を決定するところの位相法則である．この二
天纂167　　　　　黄道光の本質に就いて　　　　　　　163
一つの函敢は，夫々別々に親測値から計算されることはできない．故に問題の
＿般的な解は得られない．然しながら，若し，装に．ゼLユーグ開しに依って指摘
された如く，太陽からの離角が小なる二合は略密度繭敷に依り，離角大なる
場合は位相法則に依ると考へるならば，漸近的な回る方法に依って解くこと
ができるのである・
　先づ第一の結果は，ランベルトの位相法財もロンメルやゼ1リガiのそれ・
も，その性質から分るように半道光の増反の分布をよく1溌明しIG一ないで，只
月の光度の分布を，，5芒明するに止ってみるといふことである．そこで密度函敷
に就いて調査してみるに，ゼ」一旦ガしの構圓禮｛ま光度計槻測を光軸の方向に
は漏足することができるが，黄緯の分布には満足することができない．叉如
何に非陶周面設を倥IEしても，離角100。一ユ600闇に親｛則されてみる光帯を説明
することができない・そこで筆者は，これら遊星闇に旗ってみる物質の杢然
異った分布を探旧すべく1余儀なくされた．部ち，一一つのバ環は地球の軌道外
にあって太陽を取捲き，他のものは地球軌道内にあって多分同様に環歌をな
し，略その外縁に地球を含み金」との行道附近で密度の極ノ』を有する如きもの．
地球，火1孟爾証悟lulの間隙も亦多分反射物質で満たされてみる．が，低密度の
ものであらう．このヂの主なる特徴は，地球霜道の内外に寝て，痴言に滑っ
て明かなる二つの極大を有する連績分布である．内外爾環の密度は同じ程皮
のものであり，育や晦の責道光が封日照に比校して明るさが張いのは，太陽
からの距離が一室近い故であって，叉，細線が内環は略切線の方向を貫くが，
旧領は略牟樫の方同を貫くといふことに依っても早追できる．
　　　　　　　　　　　　III外環の中心面
　これら三門厨に振る物質の尉稻面についての研ブの結果は，呑く豫想外の
ものであった．何故今までこの繍に關して漏疋な糸i．単が得られなかったかと
云へば，大氣の減光の影響が光軸の．眞相を蔽ふてるたからである．北の高緯
度の観測者は，大膿常に光軸を弓道の北側に「L］，南の緯度の観測者は，南側
に見ることが一般に認められてみる．∫も光軸が地三線と直角をなす時に於
てのみ，眞の偏りを知ることができるのである．それ故にこの研究に於ては，
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たN“低緯度の地に於ける槻測のみを基としたのである．
　かつて，1853年一一1855年置こ亙って7■り盈海軍の923」．ヒZl氏に依っ
てなされた古い親測がある．多分云畏も細杷ある槻測であらうが，現在までこ
れ等の臆測からは，何等の明確な結論もhh出されてみない．竿≡者にとっては，
この鯉測が有力な一つの材料となったのである．地球説を唱えてみる彼ジ、1
ンズは，まさか白肌の槻測が天文説を瀞める材料となるであらう等とは恐ら
く豫期しなかったことであらう，
　この方面での先づ最初の結果は，鋤「1照を形成してみるところの反射物質
は木星の軌道面内にあるといふ事實を，ユ930年に見出したことである．この
結果は大・膿竿≡者自身の観測に基いたのであって，ハ1バ1ド大義天文E／．の槻
測，特にA．セア1レに依って集められ且つ吟味されたアレキパ出張所の
ドウグラスの槻測によって充分に確認された．　Lア1レが如何にこの隻見に
接近して來てるたかといふことは，筆者にとっては意外であった．彼は次の
．如く．述べてみる．
　“今迄集めた材料から黄道光の中心面の位置に關して，碓ノし的な結論を導
き出そうと試みることは殆んど無谷なことである．が，しかしこの材料は確
かに次の如き一般的推論を是認する．帥ち，中心面は黄道面に値して傾いて
居り，寅‘窪90。附近に昇虫払を／iしてみる．・・………………・…………しかし，
現在行はれてるる槻測の知る限りでは，多分鋤日照は痒しき陰森を示さない，
そして黄道とは認知せられる程のつれを示してをり，その経路は多分大算崩
にあって昇交鮎は黄経90。附近にあり，且つ，それの傾きは2。或はそれ以上
であらう．”
　木星軌道の昇交鯉1はgooであり，傾きは1．3。である．反射物質のt，i．r心面が
わかれば，木星産道の傾きに封ずるその光軸の偏りの起過額は自差の如塗も
のとみ翻してよく，外部黄道環の太陽よりの距離が算出せ一られる．多少不正
確ではあるが最も確らしい値は2．4天文1桝藍である，故にこの環は面上，木星
の爾軌道同に横はつてみるといふことができよう．（未完）
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